
ル裳イヒ

榊Ｃ０２
排
の

そ
‘
同
社
で
は
日
本
の
気
候

に
も
適
応
し
た
同
電
池

「Ｌ

Ｎ
■
」
を
開
発
．
昨
年
末
に

す
‘
鉛
蓄
電
池
販
売
に
お
け

る
Ｉ
Ｓ
紀
車
用
の
売
上
比
率

は
・５
年
度
で
８
％
。
耐
久
性

一螂舜銅け排　綴砕嚇甲　一̈一解っン】掏̈一̈一摯一受毅
紅蒔
電
淵
鮮

な

明
が
離
ｆ
踊
碑け

電
解
処
理
し
再
利
用

北
大
炭
素
、
Ｃ
Ｏ
ガ
ス
に
転
換

北
海
道
大
学
大
学
院
工
学

研
究
院
の
鈴
木
亮
輔
教
授

は
、
産
業
炉
か
ら
出
る
高
温

の
排
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
Ｃ

０
２
を
電
気
分
解
す
る
方
法

を
開
発
し
た
。
８
０
０
～
■

０
０
０
度
Ｃ
で
電
解
処
理
す

る
と
、
炭
素
や
Ｃ
Ｏ
ガ
ス
に

転
換
で
き
る
。
工
業
炉
の
Ｃ

０
２
排
出
量
削
減
の
ほ
か
、

Ｃ
Ｏ
ガ
ス
の
燃
料
利
用
と
い

っ
た
用
途
を
期
待
す
る
。
さ

ら
な
る
技
術
改
良
、
実
用
化

に
向
け
て
企
業
と
共
同
研
究

を
進
め
る
考
え
。

従
来
は
低
温
で
の
電
気
分

解
が
模
索
さ
れ
て
い
た
が
、

鈴
木
教
授
が
開
発
し
た
手
法

は
高
温
で
高
速
に
Ｃ
Ｏ

‐２ガ

ス
を
分
解
す
る
技
術
．
８
０

０
度
Ｃ
以
上
の
高
温
排
ガ
ス

中
の
Ｃ
０
２
分
解
や
Ｃ
Ｏ
ガ

ス

ヘ
の
再
生

ｏ
利
用
と
い

っ

た
特
徴
が
あ
る
。
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
を
陽
極
と
す
る
技
術
は

あ
る
が
、
鈴
木
教
授
は
ジ
ル

コ
ニ
ア
を
用
い
た
。

例
え
ば
、
今
回
の
技
術
を

製
鉄
や
非
鉄
金
属
製
錬
を
は

じ
め
、
セ
メ
ン
ト
製
造
、
廃

棄
物
燃
焼
工
場
な
ど
高
温
と

Ｃ
０
２
を
同
時
に
排
出
す
る

―
ル
や
タ
イ
で
も
今
年
か
ら
取

大
規
模

工
場
に
適
用
す
れ

ば
ヽ
Ｃ
０
２
削
減
の
メ
リ

ッ

ト
が
得
ら
れ
る
。
ほ
か
に
も

廃
熱
と
Ｃ
Ｏ
ガ
ス
の
利
用
が

可
能
。
廃
熱
利
用
の
た
め
高

温
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
や
製
造

技
術
を
持
つ
企
業
な
ど
と
組

み
、
実
用
化
を
目
指
す
。

こ
れ
ま
で
に
実
用
化
さ
れ

て

い

る
Ｃ
０
２
削

減

法

に

は
、
Ｃ
０
２
発
生
量
を
少
な

く
す
る
方
法
や
発
生
し
た
Ｃ

０
２
を
地
中
に
保
管
す
る
方

法
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
、
す

で
に
究
極
ま
で
削
減
し
て
お

り
、
日
本
は
地
震
国
で
地
中

の
Ｃ
０
２
が
噴
出
す
る
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
最
善
の
方
法
は
い
ま
だ

な
い
と
み
て
い
る
。
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地
球
温
暖
化
緩
和
の
た
め
の

低
炭
素
化
社
会
実
現
に
向
け
、

電
気
自
動
車

（Ｅ
Ｖ
）
や
プ
ラ

グ
イ
ン
ハ
イ
プ
リ
ッ
ド
車

（Ｐ

Ｈ
Ｖ
）
用
電
池
と
し
て
必
要
な
、

軽
量
で
大
容
量
な
大
型
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
市

‘
場
急
拡
大

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
日
本
で

使
用
さ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム

は
、
南
米
諸
国
か
ら
の
■
０
０

％
海
外
輸
入
に
頼

っ
て
い
る

が
（
リ
チ
ウ
ム
を
含
む
塩
湖
の

水
を
蒸
発
さ
せ
、
■
年
以
上
か

け
て
リ
チ
ウ
ム
を
回
収
す
る
製

法
で
あ
る
た
め
、
近
い
将
来
、

需
要
が
供
給
を
上
回
り
、
供
給

制
約
や
価
格
急
騰
等
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
リ
チ
ウ
ム
は
、
製

造
業
大
国
で
あ
る
日
本
の
持
続

的
発
展
に
必
要
不
可
欠
な
資
源

で
あ
り
、
海
外
輸
入
に
頼
ら
な

い
、
新
た
な
安
定
供
給
源
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

星
野
氏
は
、
海
水
に
は
ほ
ぼ

無
尽
蔵
の
リ
チ
ウ
ム
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
四
方

を
海
で
囲
ま
れ
た
日
本
の
特
徴

を
最
大
限
に
活
か
す
技
術
開
発

を
行

っ
た
。
種
々
の
試
験
の
結

果
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
伝
導
体

の
両
端
に
電
極
を
完
全
接
触
さ

せ
る
と
と
も
に
、
海
水
と
リ
チ

ウ
ム
を
含
ま
な
い
回
収
液
間
に

リ
チ
ウ
ム
濃
度
差
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
海
水
中
の
リ

チ
ウ
ム
が
自
然
に
回
収
液

へ
選

択
的
に
移
動
す
る
分
離
原
理
を

発
案
し
た
。
さ
ら
に
、
濃
淡
電

池
の
よ
う
に
、
リ
チ
ウ
ム
の
移

動
と
同
時
に
発
生
す
る
電
子
を

電
極
に
よ
り
捕
獲
す
る
こ
と

で
、
電
気
を
発
生
し
な
が
ら
リ

チ
ウ
ム
を
回
収
で
き
る
全
く
新

し
い
技
術
を
世
界
で
初
め
て
確

立
し
た
。

資
源
回
収
に
は
必
ず
外
部
か

ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す

る
が
、
本
技
術
は
、
リ
チ
ウ
ム

分
離
過
程
で
電
気
等
の
外
部
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
必
要
と
し
な

い
た
め
、
資
源
回
収
の
ゼ
ロ
・

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
が
期
待
で
き

る
革
新
的
な
技
術
で
あ
る
。
実

際
の
海
水
を
用
い
、
３
日
間
の

リ
チ
ウ
ム
回
収
試
験
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
不

要
元
素

（ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
）

は
全
く
透
過
せ
ず
、
海
水
に
含

ま
れ
る
リ
チ
ウ
ム
を
最
大
で
約

７
％
回
収
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。さ

ら
に
、
リ
チ
ウ
ム
回
収
液

に
安
価
な
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
水

溶
液
を
混
合
す
る
こ
と
で
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
原
料
で

あ
る
炭
酸
リ
チ
ウ
ム
を
生
成
す

る
、
海
外
輸
入
と
同
等
の
生
産

コ
ス
ト
が
見
込
ま
れ
る
、

一
連

の
リ
チ
ウ
ム
回
収
プ
ロ
セ
ス
を

構
築
し
た
。
と
く
に
、
今
ま
で

困
難
で
あ

っ
た
ナ
ト
リ
ウ
ム
な

ど
を
、
容
易
に
完
全
除
去
で
き

る
分
離
技
術
で
あ
る
た
め
、
高

純
度
の
炭
酸
リ
チ
ウ
ム
を
生
成

で
き
る
点
も
特
徴
で
あ
る
。

本
技
術
は
海
水
か
ら
の
リ
チ

ウ
ム
回
収
だ
け
で
な
く
、
使
用

済
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
か
ら

の
リ
チ
ウ
ム
資
源
循
環

（リ
サ

イ
ク
ル
）
に
も
適
用
で
き
る
こ

と
か
ら
、
資
源
回
収
の
ゼ
ロ

・

エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン
化
が
期
待
で

き
、
Ｇ
Ｓ
Ｃ
賞
奨
励
賞
に
値
す

る
も
の
と
選
定
さ
れ
た
。

フ
地
区
に
完
成
し
た
‘
７
月

に
は
製
品
評
価
技
術
基
盤
機

構

（Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）
大
阪
事
業

所
が
、
蓄
電
池
の
試
験
評
価

・
製
品
安
全
業
務
の
国
内
拠

点
と
し
て
民
間
企
業
を
対
象

に
し
た
サ
ー
ビ
ス
運
用
を
開

始
す
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
の
辰
巳

敬
理
事
長
は

「各
地
に
所
在

す
る
拠
点
の
な
か
で
も
中
核

的
事
業
所
」
と
位
置
付
け
い

「関
西
地
区
だ
け
で
な
く
全

国
の
大
型
蓄
電
池
に
関
わ
る

企
業
、
研
究
施
設
な
ど
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

語
る
。

◇

事
業
所
と
試
験
エ
リ
ア
の

間
に
は
大
阪
湾
に
つ
な
が
る

人
工
の
運
河
が
流
れ
て
お

り
、
橋
を
渡

っ
て
右
手
に
進

む
と
多
目
的
大
型
実
験
棟
が

見
え
る
「
コ
ン
テ
ナ
サ
イ
ズ

の
模
擬
蓄
電
池
盤
を
利
用
し

た
燃
焼
実
験
を
行

っ
て
お

り
、
延
べ
床
面
積
７
９
０

ｏ

５‐
平
方
研
の
精
円
形
の
施
設

に
な
っ
て
い
る
。
耐
爆
、
耐

火
構
造
で
恒
温
状
態
に
で
き

る
施
設
は
世
界
初
。
蓄
電
池

設
備
を
積
ん
だ
５３
好
の
コ
ン

テ
ナ
■
台
、

４０
Ｍ
の
コ
ン
テ

ナ
２
台
を
同
時
に
実
験
で
き

る
「
鉄
板
が
埋
め
込
ま
れ
た

壁
の
厚
さ
は
２
研
あ
り
、

２０

Ｔ
Ｎ
Ｔ

（ト
リ
ニ
ト
ロ
ト
ル

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
　
星
野

毅
氏

ゼ
ロ
・
エ
ミ
ツ
シ
ョ
ン
化
期
待

グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ト
シ
ョ
ン
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